
	

① 腫瘍⽣物学（がんの基礎知識）	
	

	

| 科⽬概要	

がんの発⽣メカニズムや腫瘍細胞の特徴、良性・悪性腫瘍の違いを理解し、⽝猫における代表

的な腫瘍やがん予防、腫瘍医療における愛玩動物看護師の役割について学ぶ。	

| 学習⽬標	

●  腫瘍細胞と正常細胞の違い	
●  良性腫瘍と悪性腫瘍の違い、浸潤・転移の概念	
●  ⽝猫に多い主要腫瘍の特徴	
●  がん予防および早期発⾒の重要性	
●  がん治療において QOL維持が重要であること	
●  愛玩動物看護師が腫瘍医療において継続的⽀援を担う存在であること	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  腫瘍が疑われる変化に気づき、適切に報告できる	
●  腫瘍の性質や進⾏を踏まえた観察ができる	
●  ご家族へ基本的な説明補助ができる	
●  がんや治療に対する不安を持つご家族に寄り添った対応ができる	
●  継続的な腫瘍医療⽀援に関わることができる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 腫瘍細胞の特徴と正常細胞との違い	

【2】 良性腫瘍と悪性腫瘍の違い	

【3】 浸潤・転移・再発の概念	

【4】 ⽝猫における代表的腫瘍	

【5】 がん予防と早期発⾒	



	

② 腫瘍診断学	
	

	

| 科⽬概要	

臨床現場における腫瘍診断の流れを理解し、検査や診断を⽀える愛玩動物看護師として必要な

知識と実践を学ぶ。	

| 学習⽬標	

●  腫瘍診断が治療⽅針や予後決定に関わること	
●  腫瘍診断の基本的な流れ	
●  各検査の⽬的、特徴、侵襲性、限界点	
●  各検査に伴うリスクや偶発症	
●  がんの進⾏、浸潤、転移、ステージングの概念	
●  腫瘍随伴症候群と全⾝状態変化との関連	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  検査前後の必要な準備・観察・安全管理ができる	
●  FNAや⽣検時に必要な補助、器具準備、検体管理ができる	
●  動物の状態変化や異常に気づき、適切に報告できる	
●  検査や診断に不安を抱えるご家族へ説明補助や精神的⽀援ができる	
●  診断される過程に強い不安を抱えたご家族を⽀援できる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 腫瘍診断の流れと基本検査	

【2】 細胞診・組織⽣検・画像検査の基礎	

【3】 がんの進⾏、浸潤、転移、ステージング、TNM分類	

【4】 検査補助、検体管理、安全管理	

【5】 腫瘍随伴症候群と全⾝状態評価	



	

③ 腫瘍治療学総論	
	

	

| 科⽬概要	

腫瘍治療の全体像を理解し、治療⽬的や治療選択、意思決定⽀援に関わる愛玩動物看護師とし

ての役割を学ぶ。	

| 学習⽬標	

●  外科療法、化学療法、放射線治療などの基本概念	
●  根治治療、緩和治療、対症療法、QOL維持の違い	
●  治療選択に関わる背景	
●  治療ゴールの多様性	
●  インフォームドコンセントと意思決定⽀援の重要性	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  治療⽬的を理解した上で適切な観察・看護ができる	
●  治療の全体像を踏まえた⽀援ができる	
●  ご家族の不安や価値観に配慮した対応ができる	
●  治療選択や治療継続に関する意思決定⽀援ができる	
●  インフォームドコンセントに関わるコミュニケーション⽀援ができる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 治療の⽬的	

【2】 三⼤標準治療	

【3】 ステージと予後の関係	

【4】 インフォームドコンセントと意思決定⽀援	

【5】 4における具体的な愛玩動物看護師の役割	

	



	

④ がん薬物療法	
	

	

| 科⽬概要	

がん薬物療法の⽬的や基本的な考え⽅を理解し、安全な薬物療法を⽀える愛玩動物看護師とし

て必要な知識と実践を学ぶ。	

| 学習⽬標	

●  がん薬物療法の⽬的と基本的な考え⽅	
●  化学療法・分⼦標的薬・電気化学療法などの概要	
●  抗がん剤の作⽤機序と副作⽤発⽣の仕組み	
●  安全な薬物療法を実施するための管理とリスク	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  薬物療法を受ける動物およびご家族へ基本的な説明補助ができる	
●  副作⽤の早期発⾒とモニタリングができる	
●  ⾎管外漏出や急変時などに初期対応ができる	
●  抗がん剤の曝露対策や安全管理を理解し適切に⾏動できる	
●  安全な薬物療法を⽀えるために必要な観察・管理・対応ができる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 がん薬物療法の⽬的と種類	

【2】 細胞周期と抗がん剤の作⽤機序	

【3】 副作⽤モニタリングと⽀持療法	

【4】 抗がん剤の安全管理と曝露対策	

【5】 ⾎管外漏出・急変時対応	

	
	 	



⑤ 外科療法	
	

	

| 科⽬概要	

外科療法の⽬的と役割を理解し、術前・術中・術後を通じて安全な外科治療を⽀える愛玩動物

看護師として必要な知識と実践を学ぶ。	

| 学習⽬標	

●  腫瘍外科の⽬的や役割、利点と⽋点	
●  根治、緩和、QOL向上などの多様な⽬的	
●  サージカルマージンと切除⽅法	
●  汚染器具管理や感染予防の重要性	
●  術後管理と合併症予防	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  ⼿術⽬的を把握し、ご家族へ基本的な説明補助ができる	
●  ⼿術に必要な準備や安全管理ができる	
●  検体を適切に取り扱うことができる	
●  器械出しや外回り看護として必要な⽀援ができる	
●  術後管理、疼痛評価、退院指導ができる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 腫瘍外科の⽬的と役割	

【2】 サージカルマージンと切除⽅法	

【3】 全⾝⿇酔と疼痛管理	

【4】 ⼿術準備・器械管理・検体管理	

【5】 術後管理と合併症予防	

	
	 	



⑥ 動物のがん看護学	
	

	

| 科⽬概要	

がんを抱える動物とご家族への⾝体的・精神的⽀援を通して、看護アセスメントに基づく症状

緩和、⽣活⽀援、チーム連携を実践できる⼒を養う。	

| 学習⽬標	

●  動物のがん看護の基本概念	
●  がんおよび治療が動物とご家族へ与える影響	
●  QOL維持の重要性	
●  緩和ケアおよび終末期看護の考え⽅	
●  がんに伴う症状・合併症・副作⽤と看護アセスメント	
●  チーム医療における愛玩動物看護師の役割	

| 愛玩動物看護師としてできるようになること	

●  病期や治療内容に応じた看護実践ができる	
●  動物の苦痛や QOL低下を早期に評価できる	
●  症状緩和や⽣活⽀援を実践できる	
●  緩和ケアおよび終末期⽀援を実践できる	
●  ご家族の意思決定⽀援や精神的⽀援ができる	
●  チーム内で情報共有を⾏い、継続的な⽀援につなげることができる	

▲ 必須トピック  （必ず押さえるべき 5項⽬）	

【1】 動物のがん看護とは	

【2】 がん患者動物の QOL維持	

【3】 緩和ケアと終末期⽀援	

【4】 がんに伴う症状・合併症・副作⽤と看護アセスメント	

【5】 チーム医療における愛玩動物看護師の役割	

	


